
津波警報の発表基準等と情報文のあり方に関する検討会第２回会合 

 
 津波警報の高さ区分の基準と警報・情報文中の表現の対応表（案） 

法規

上の 

区分 

分類 

津波の高さ表現 

（丸括弧内は予

想される範囲） 

警報等とハ

ザードマッ

プとの関係 

想定される津波のリスクと 

とるべき行動 

警報・情報文中の表現 

＜呼びかけ、指示を主体に＞ 

 ○避難の呼びかけ 

 ○とるべき行動 

＜解説を主体に＞ 

 ○高さに応じたリスク 

警 

 

報 

大津波 

警報 

１０ｍ以上 

（10m以上） 

 

 

 

 

 

 

 

・堤防を破壊して巨大な津波が襲い壊滅的な被害が

生じるおそれがある。 

・ただちに高台や避難ビルなど安全な場所へ避難。 

 大きな津波が襲い甚大な被害が発生し

ます。 

 沿岸部、河川沿いにいる方はただちに高

台や避難ビルなど安全な場所へ避難して

ください。 

 

堤防を破壊して巨大な津波が襲い壊

滅的な被害が生じる。 

木造家屋が全壊・流出し、人は津波

による流れに巻き込まれる。 

 

１０ｍ 

（5～10m） 

・堤防を越えて巨大な津波が襲い甚大な被害が生じ

るおそれがある。 

・ただちに高台や避難ビルなど安全な場所へ避難。 

堤防を越えて巨大な津波が襲い甚大

な被害が生じる。 

木造家屋が全壊・流出し、人は津波

による流れに巻き込まれる。 

 

５ｍ 

（3～5m） 

・大きな津波による甚大な被害のおそれがある。 

・木造家屋が全壊・流出し、津波による流れに巻き

込まれるおそれがある。 

・ただちに高台や避難ビルなど安全な場所へ避難。 

木造家屋が全壊・流出し、人は津波

による流れに巻き込まれる。 

津波 

警報 

３ｍ 

（1～3m） 

・津波による被害のおそれがある。 

・浸水被害が発生し、人は津波による流れに巻き込

まれるおそれがある。 

・ただちに高台や避難ビルなど安全な場所へ避難。 

 

 津波による被害が発生します。 

 沿岸部、河川沿いにいる方はただちに高

台や避難ビルなど安全な場所へ避難して

ください。 

 

標高の低いところでは木造家屋で被

害が発生し、人は津波による流れに

巻き込まれる。 

注 

意 

報 

津波 

注意報 

１ｍ 

 （0.2～1m） 

・海中や海岸付近では津波による被害のおそれが

ある。 

・海中にいると速い流れに巻き込まれるおそれが

ある。 

・養殖筏の流出や小型船舶の転覆などのおそれが

ある。 

・ただちに海から離れること。 

 海中や海岸付近は危険です。 

 海中にいる人はただちに海から上がっ

て、海岸から離れてください。 

 注意報の解除までは潮の流れが速い状

態が続きますので、海に入ったり海岸に近

づいたりしないようにしてください。 

海中では人は速い流れに巻き込まれ

る。 

養殖筏が流出し小型船舶が転覆す

る。 

なお、津波到達予想時刻・予想される津波の高さに関する情報では、到達予想時刻と高さの情報の注意点について、以下のとおり言及。 
「到達予想時刻は、予報区のなかで最も早く津波が到達する時刻です。場所によっては、この時刻よりもかなり遅れて津波が襲ってくることがあります。到達予想時刻から津波が最も高くなるま

でに数時間以上かかることがありますので、観測された津波が小さくても、津波警報が解除されるまで安全な場所から離れないでください。」 
「場所によっては津波の高さが『予想される津波の高さ』より高くなる可能性があります。」（高さを定性的に表現する場合は削除） 

予想され

る高さに

応じたハ

ザードマ

ップの整

備 

資料２ 


